
甲18一

鉱物徒然草(2)

鉱物の学名

鉱物の学名は一つの単語からなることが多く生物の

学名が属名種名を並記する二命名法からなりそれに

命名者名を付し時には亜属亜種まで加えて長い名前と･

在るのに比し直裁簡明である.しかし生物では学

名のほかにふつうに用いられている俗称がありたとえ

ぱPinctadafuscata(G㎝1d)はアコヤガイの学名である

がJapanesepearloystedはその英名で一般の人は後

者を使用している.

学名は主としてラテン語から由来し万国共通である

カミ俗称の方はその国々で広く使われてはいるものの

万国共通では恋い.

これに反し鉱物の方は学名カミ多くの場合一般の称呼

になっているので両者の間にさしたる区別はなくそ

の点は有利であるカミ万国共通とは参らず水晶は英語

ではRocたC■ysta1フランス語ではCrys惚1deroche

ドイツ語ではBergkrista1である.しかしよくしたも

ので多少似通ったところもありことに近頃命名され

る新種は語尾だけを異にしおもな部分は各国共通にな

っているからだんだん世界的に近づいて来ている.

鉱物の種類は現在およそ二千数百種であるが鉱物

の学名の方は同義語変種名野外名廃語等をあわせ

ぼう大の数にのぼっている.試みに1970年刊行の

H.S珊Uぷ盟およびC.丁酬NYsoN著Minera1ogische

Tabe11en5版の鉱物名索引を見ると91ぺ一ジにわたり

ぎっしり鉱物名が羅列してある.その総数は7,040で

その中太字からなる現在の有効名を拾い上げてみると

2,637に及んでいる.もっとも太字の中にも重要な

同義語変種名辞名その他が加わっているのでこれ

を省くと純粋の種名はだいたい上述の二千数百に落ち付

くものと思われる.

現在研究の方法の進化に伴い新鉱物カミ次々に発表

され鉱物の名称はそれだけ増加している.そこで

今後は変種名はいっさいふやさずまた固溶体の中間の

ものや他の成分を相当量含有するとはいえその基本種

の化学組成や結晶構造に決定的な変化を与えないような

種は独立種とは認めず命名を無効とするとともに現
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存の変種名その他を整理しすっきりした鉱物名のみ残

そうという傾向が生じはじめた.さて現在存在する

鉱物の学名を大きく分類すると次のとおりになる.
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種名SpeciesName(基本種名)

同義語Synony皿(古語AncientNameおよび地方

名Loca1Na㎜eを含む)

変種名Var五etyName

瀞名GroupName

野外名Fie1dName(鉱石名OreNa血eを含む)

誤認によってつけられた名

特種の名

以下順をおってその例をあげてみよう.といっても

名が種を意味しているということからすれぱその考え

方ほ前回の“鉱物の種類"でのべたことと関連してい

るのだが.

(I)種名(基本種名)

1)現在正式に採用されている鉱物名で基本種を表わ

すもの.例:Ca1cite,Pyrite,Be･y1等その数多くお

よ毛二千数百にのぼる.

2)上記に関連し著千つづりが異抵るもの.例:

������������楮����捩���特�

��楴����瑩����瑩���浥����業整楴��

�慮楴��慮楴����楴���捩浥�

この中には国際鉱物学連合(略してIMA以下こ

れを使う)の決定により改綴されたものもある.例:

Al㎜andite→A1mandine,Grossu1arite→Grossu1ar,

Piedm㎝砒e→PiemOntite等.また鉱物学の大著に

よって改変して記載されたものもある.例:Dan公's

SystemofMinera1ogy7版によりSulphur→Sulfur,

K1aprotho1ite→Klaprothite等.

現在まで別綴の種名に対しては全部が解決したわけ

ではないが将来はIMAその他権威ある機関によっ

て一基本種一学名の方向にもって行くことになるのは

ほぼ疑いのないところであろう､

(1I)同義語

3)基本種の学名に対しては同義語であるが実際に

はほとんど基本種名と同じぐらい世上に沸用してお9�
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またある国ではこの方カミむしろ通用しているもの.

例:Spha1eriteとZincb1ende,VesuvianiteとIdocrase

(米国)Sti1biteとDesmine,Lapis-1azu1iとLazur三te,

TitaniteとSphene,Laven(1u1anとFreirinite(ドイ

ツ)BOtryOgenと9uetenite等.これは在来の習慣

上なかなか統一できないと考えられるがLavendulanや

Botryogenのよう妊産出の少恋い一般的でないものは

どちらかに決めることはむつかしくあるまい.Zincb-

1endsなどはSpha1eriteよりも普及しており学名とし

てはSpha1erite一般名としてはZincb1endeが今後も

用いられて行くであろう.

図1ヨルダン鉱(腎鉛鉱Rini{or1te)青森県湯ノ沢鉱山

4)著名ではあるが現行の基本学名に比しあまり使

われずしだいに大衆から縁遠くなりつつあるもの.

例:Octahedrite(Anatase),Cha1mersite(Cubanite),

Dichroite(Cordierite),Desthene(Cyanite)等.こ

れらはだいたいにおいて自然消滅の方向にあるがこれ

を整理することによって鉱物名は大幅に減少すること

カミ考えられる.

5)古い名称で現在では流用していないもの.例:

�獰楣步���湯�物���畢�捩��潭楴��楯�

bite(Co1u㎜bite).これらはドイツ語系統のものに多

い.

6)地方でつけられた名称でこれも現在ではほとん

ど使われていない.例:Menaccanite(イギリスの

]〉[enaccan産のI1menite),Cossyrite(Pante11ia島産の

Aenigmatiteでこの島の古名COssyraより)I1vaite

(E1ba島産のLievriteでこの島のラテン名より).

狂お部分的の方言であるが標本が広く行きわたっ

ているため有名になった名もこの申に入るがこれはい

くら流用しても正式の学名でないことは申すまでもない.

例:アメリカOkIahoma産のBariteでバラの花状の集

合をなすものがDesert･roseという名で世界の同好者に

愛玩されている等.ただし私どもアマチュアはこの

よう柱名を寛大に取り扱っていることも事実である.

7)はじめは別種の鉱物とされていたものが検討の

結果同種であることがわかり一方が他の同義語とな

ったものII-4の中にはもとのおこりはこの方式の

ものが数多く含まれている.

例:JordaniteとRenifOrite(腎鉛鉱)(図1)Em㎜0ns･

iteとDurdeniteMordenite(図2)とPti1o1ite(図3)

Wi航｡heniteとK1aprothite等(筆者はあとの2組につい

てはいささかの疑をもっている).ただしその反対

に同種かと思われていたものが検討の結果別種である

ことが判明し同義語がそれぞれ別の独立種の名に昇格

したこともある.例:0丑retiteとErionite,Variscite

とRedOndite等.さらに再定義の結果同義語が独立

種の名として復活した例はCervantiteである.

図2

本邦ではじ｡めてモルデン沸

項Mord㎝iteとして記載

された岩手県荒沢産のも逗)

図3

プチロル沸肩Ptitoliteと

して記載された神奈川県湯

河原産のモルデン沸万�
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このものはもと一つの独立した鉱物とされていたカミ

後にX線による粉末回折値の一致することからして

Stibiconiteと同定されその同義語となってしまった.

しかし1962年G前ND珊,PATzoLD,S冊UNz等が

Ce工∀antiteをSb204でStibiotanta1iteと同系のものとし

StibiconitらはSb.O,OHでBindheimiteと同系6もの

と再定義して再び別種に返り咲いた.したカミって

再定義前のCervantiteの多くはSt五biconiteg灰色種

で現在のCervantiteと一致しないものカミ多い､

8)同義語ではあるが多少異なった使われ方をするも

の.例:IO1iteはCOrdie工iteと同義語であるがとく

に董青色を呈するものに多く用いられている.また

AcmiteとAegyriteも単に前者はとがった結晶のもの

を指しているにすぎなレ)(これには異説カミあって前者

は薄片で褐色後者は薄片で暗緑色を呈するという).

Nephe1ineとE1aeo1iteも前者は火山岩中に産する透明

でガラス光沢を有するもの後者は古期深成岩中に産す

る白濁し脂肪光沢を有するものに使い分けている.こ

れらは変種というより命名当初からの習贋による使い

分けと考えるべきであろう.

9)記載カミ不完全荏ためあるいは一般的で放かった

ため後から記載されたものに種名を先取りされたもの.

1938年可児弘一田中豊によって記載された愛知

県横須賀産のYokosukaiteは新鉱物としながら記載に

欠けるところカミあり1965年M.F咽Isc亘囲らによって

発表された新鉱物Nsutiteに先取り(後取りというべき

か?)されその同義語となってしまった.筆者はせ

めてもの由縁でNsutiteの和名に横須賀石を用い可児氏

の霊に答えている.たおこの種の例はきわめて多く

諸国の学者たちの聞でもしばしば論争をひきおこすこと

カミある.

10)特殊の例としては原記載と異なるため新しい名

を付したが後原標本を検討した結果記載があやまり

であとから命名されたものと同様であることカミ判明し

た.しかし不完全記載にもかかわらず原種のオリ

ジナリティを認め後からの名カミ同義語となったもの.

例:わが国の秋田県目さ市鉱山から産したCuとZnの含

水燐酸塩の鉱物は単斜晶系に属し既知のVes･e1yite

に近いがVes･e1yiteが著量のAsを含み三斜晶系に

属するとされているのでこれと異なるとし新たに

Arakawaite(荒川石目三市鉱山は荒川鉱山の支出であ

る)と命名した.その後原産地のVes･e1yiteを検討

した結果Asを全く含まず単斜晶系に属することが

明らかになったのでArakawaiteはVesze1yiteの同義

語になってしまった.

以上n-3から1I-10までを総括すると同義語は

一部を除くほかだんだん廃止せられる傾向にある.

しかしn-3のような場合従来の習慣もあり国々

の事情もあって必ずしもかんたんに統一されるとは考え

られない.ただ以前はともかく現在一般にあまり

使われていない同義語一だとえばOctahedrite恋ど一は

自然に消滅または廃語となることは十分に推察できる.

(皿)変種名

いろいろな理由によって典型的な基本種と区別するた

め生じた名であるカミ古くは変種名の万カ茎先にできて

あとから基本種名が定義されたということもある.そ

のおもな要因には次のよう荏ものがある.

!1)特定の元素なり成分なりをやや多量に含むもの

で従来はこの式の変種名がきもめて多く存在していた.

近頃では基本種名の上にその含看する元素や成分の名

を形容詞的にかぶせ特殊な名称をだんだん整理して行

傾向が強くなってきた.これによるとHc止uto1iteは

P1umbianbari娩NaegiteはNiobi叩zircon(図4)

Nagate1iteはPho舅phorousa11aniteEna1iteはUranian

tho･iteという風に古くからある基本種名と結びつき

その分類上の位置がすぐわかる便がある.大正から昭

和の初期にかけわが国で命名せられ新鉱物としてもて

はやされた鉱物の多くがその名を変えるの､はいささか

さびしいがこれもいたし方のないところで今後は

Hokuto1iteはP1umbianbariteの同義語として残される

ことになろう(図5).なお一部ではHoしuto1iteの

図4苗木石Naegite(希土類およびニオブを含むジルコンの変種)

岐阜県苗木地方�
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Pbの多い種とB･･iteの間は不連続であるといわれたこ

ともあったが合成では少なくともBaSO生のBariteか

らpbSO｡のAngle･iteの間は連続しているようである.

なおこの方式に従うと固溶体の中間種を含串でかなり

の名称が減少するが一方造岩鉱物や重要な固溶体で

はそれぞれの中間種名をそのまま使うことには変わりが

在い.P1agioc1aseの各種やWo1framite等がその例

である.

12)結晶形や形態の特異なためにつけられたもので

この際M1icaceousHematiteやFibrousGypsumのよ

うにその形態を形容詞的に冠せたものは問題でない･

しかしDatO1iteの魏状のものをBOt･yO1iteTeno･ite

の土状のものをMe1aconiteActino1iteの毛状のものを

Bysso1iteと呼ぶのはたいして意味がないような気がす

る.一時は工業的に盛んに用いられていたAga1Inato･

工ite(Pyrophy11iteの激密塊状のもの)Steatite(Talcの

綴密塊状のもの)も現在ではそれぞれPyrophy11ite

Ta1cと呼んで変種名は使われていない.ただ学術的に

きわめて特殊なものたとえば立方体のCupriteが一

方向に延びて針状をなすCha1cOtrichiteや経済的に広

く流用しているものたとえぱ黒色塊状のダイヤモンド

であるCarbonad0や球状のダイヤモンドであるBOrt

などはこれを無視することはできない.また砂時計

式の三連双晶をなし横断面六弁花状を示すCOrdierite

の変種名Cerasite(桜石)はこのものカミ接触粘板岩中に

産し多色性を欠く特異性と相まって浅さねば荏らない

変種名である.またAnda1usiteで空晶石構造を示す

Chiasto1iteもその産状カミ接触粘板岩中に限られているこ

とからしてやはり残しておくべきであろう.

13)産状のちがいによってつけられたもの.Sanidi-

neはもとは火山岩中に産するノ･リ質のOrthOc1aseにつ

けられた名でありその後高温型ということから他の

○工thoc1a亨eとわけられたが当初は全く産状のちがい

によるものであった.前出のNephe1ineとE1aeo1ite

ももとはといえば産状のちがいによるものである.

14)色光沢その他光に対する現象によってつけら

れたもの.これはきわめて多く宝石装飾石となる

鉱物はほとんどこの変種名で呼ばれており一般人の中

にはChrysobery1を知らずともA1exandoriteやCat's

eyeは知っているしRubyやSapPhireを愛好して

いてもCo･mdmユの名を知らぬ者もあろう.しかし

色というものは鉱物の本質にはあまり関係のない場合カミ

多いので色の違いでいちいち変種名をつけていたら際

図5北投石(Hokutolite)(P1umbianbarite含鉛重晶石)

秋岡県玉川温泉産

限がない.F1uoriteなどはありとあらゆる色彩をも

つといわれているが色によってつけられた変種名は

Anto･oniteだけでこれすら暗紫色というほかに不快な

臭気を発するという特長がある.したがって今後は

色の美しさを生命とする宝石装飾石を除いては色によ

る変種名は整理されて行くものと思われる.なお単に

色だけによってつけられた変種名にThu1iteというのが

ある.この都名にマンガン鋤簾石をあてていたが勘

というのはいかにも古めかしく一般的で狂いので勘簾

石ZOisiteを灰れん石と改称した.またThuユiteの紅色

はマンガンによるものではないのでマンガンの名をつ

けるのは不可であり私は思い切って桃れん石としてし

まった.これが昭和8年頃のことである.しかるに

わが国で従来Thuliteといわれていたものを検討して

みたいところその大部分カミZoisiteでなくC1inozoisite

に属していることが判明した.原記載であるNorway

Te11ema企のThu1iteは明らかにZoisiteに属する

ので厳密に申せば日本の桃れん石は皆Thu1iteとは

いえなくなる.これなどはおおいにまぎらわしいので

Pinた･oisitePinkc1in020is1teとし両者ひっくるめ

て挑れん石という野外石名で呼ぶことが望ましくもし

Thu1iteという変種名を残すならこれに対しC1inoth･

uliteという変種名をつくった方がべんりである.

閑話休題光に対する現象としては長石で閃光をもつ

ため名付けられたMoonstOneとSunstOneカミある.

SunstOneはAveturineと同じく内部に細鱗状の雲母

や赤鉄鉱片を含みキラキラと閃くものでNorwayの

Twedestrandのものが名高くこれはO1igoc1aseに属

している.Moonstoneも長石族とはいえその本質

はSod企｡rthoc1aseのことありSod缶microc1ineのこと

ありAnorthoc1aseのことありA1biteのこともあり

いろいろである.もっともA1bite質のMoonstoneに

はいちおうperisteriteという名があるが'単にMoo阯

StOneという中にもその本質はこのように種々ある.

したがって単に外観だけでつけられた古い名というもの

の中には野外名に近い性質をもつものカミあることを知ら�
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ねぱならない.

15)光学的性質を異にするためつけられたもの.鉱

物の申には異常狂光学的性質をもつことがしばしば知ら

れそのため変種名をっけられたものもある.Pargasite

などもはじめは角閃石族で光学性が正のものにっけられ

た変種名でありIsorthoc1aceも光学性が正で地軸角

の小さいOrthoc1aseに命名された.Anomiteはふ

つうのBiOtiteの光軸面が(010)に並行であるのに

(010)に直負であることによって変種とされ和名も異

常黒雲母とづけられている.これらはいちおうはっき

り分けられ名前も確立しているがVeswianiteの申

でもソ連のUi1ui河畔に出る美しい正方柱の結晶は光

学性が正でかつ棚素の量に富んでいる.この棚素の量

と光学性の間に関連性があるか否かは不明であるが]

般のVesuvianiteが光学性質負であるのに対しいちお

う区別カミつけられる.このものはその地方では共出

するG工｡ssuIarとともにUiIuiiteという方言でよばれて

いるかもちろん正式のものでなくこのUi1u1iteがGm･

ssu1arを切り捨てて新しくVesuマianiteの光学性負のも

のにつけられた変種名であることを定義されるにはま

だいろいろの考察がなされなければならない･

16)仮晶または仮晶をなしている鉱物の本質につけ

られたもの.ReiniteはSchee1ite後のFerberite仮

晶につけられた名でありMartiteはMagnetite(一部

はPy･iteを含むか?)後のHeInatite仮晶につけられ

た名である｡

またHarrisiteはGa1ena後のCha1coc三te(一部

はJur1eite)仮晶でありHaytoriteはDato1ite後の

Cha1cedony仮晶である.後二者はまれでもありさし

て使われてもい狂いがReiniteの場合は歴史的に名高

くMa工titeの方はこれをつくる成生機構や条件がしばし

ば問題に在るのでむげに捨て去るに忍びない名である.

ふしぎなことには外国ではわが国で産出が多い玄能石

と武石(升石)に対する名称がない.玄能石は外国で

はあまり産出がなくかっもとの鉱物に対しいろいろ

の問題があり(従来Gey1ussiteといわれているがその

確証はない)(図6)､学名のないのもしかたがないが

Pyrite後のLi㎜onite(GoethiteまたはLepidochrosite

または両者の混合)仮晶である武石(升石)は外国でも

ふっうのものと思われるがこれをさす変種名というの

はついぞ聞いたことがない(図7).なお仮晶の名は当

初新鉱物と誤認して命名し後仮晶と判名するケｰスが

多く後出の(W)につながる.例:Reinite

図6玄能石長野県越月産図7

以上皿一11から皿一16まではその名をつけた基準

が多岐にわたっておりこれらを同格に並べることは撞

着を生じやすい.たとえば前出のとおり月長石は

単に青紫色の閃光を有する長石につけられた名であるが

実際にはSod外｡rthoc1aseSod出microc1ineAnortho･

c1ase等Naに富んだ種に多い.これはKを主とす

る長石中にA1biteのようにNaを主とする長石の超微

葉片が前後軸に平行連晶をなして無数に排列し光カミそ

の面で反射して閃光を発するので当然成分と閃光の間

には密接な関係がある.しかしSunstoneやAm缶

zonstoneは単に閃光または色だけのものでMoonstone

のように成分との間に関係はない.狂お原記載の

SunstoneはO1igoc1ase,AInazonstoneはMicroc1ine

に属しているが現行では他の長石類も単に閃光または

は色からしてこの名で呼ばれていることもあろう.次

にAdu1ariaは低温型のOrthoc1aseで透明質で菱面体

の結晶をなしNaはほとんど含んでい祖い(図8).

Sanidineは高温型のOrthoc1aseで火山岩中に板状

の結晶を組して産し透明ノ･リ

質で多くはNaを含み成分か

らいえばSo虹｡rthoclaseに属

し光軸角はきわめて小さい

(図9).

Isorthoc1aseは前述のごとく

光学性正のものまたPerthite

･はOrthoc1aseまたはMicro-

C1ine中に顕微鏡的または肉眼

的にA1biteの葉片をほぼ平行

に無数にはさむものである.

さてこのように読者周知のこ

とをくだくだならべたてたのは

一憂Orthoc1aseまたはMic工｡c1ine

升石(黄鉄鉱後の褐鉄鉱仮晶)島根県山佐産�
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という基本種名の下に色や閃光からつけられた名光学

性の違いからつけられた名成分からつけられた角形

や産状その他からつけられた名等の変種名を一列に並

記してはたしてその関係がすぐにのみこめるであろう

かまたすっきり受け入れられるであろうかということを

申し上げたいためなのである.実に鉱物の変種名の多

様性はこれを統一する方法もないまま現在ではケｰス･

バイ･ケｰスで行くよりしかたが狂い.つまり変種名

は基本種名からひもでぶらさがっておりそのひもの種

類が赤であり育でありゴムひもであり麻ひもであり

長いもの短いもの太いもの細いもの一様でなく

また変種の間に関連のあることもありないこともあり

その整理は容易でないということである.とくに古

い変種名を多く抱えた種灘ではそれらの関係がなかな

か明らかにたらず異説反論もあって分類には混乱

が予想せられる.この弊は角閃石類雲母類緑泥石

類粘土鉱物等においてはなはだしくこの類ではまず

基本種名および変種名の定義から確立してかからねば

古沼へ足をつっこむよう柱結果となりかねない.幸い

国際鉱物学連合では小委員会を設けこういった名称の

調査検討にかかり基本種名の確立と変種名の処置を討

議しつつある.第1回はPyroch1ore灘か取り上げ

られかなりすっきりした結果を出した.Pyroch10re

灘はいろいろな元素を含みそのため異名変種名も多

いが産出も少荏く結晶形や光学的性質にあまり問題

がないので分類の基準を化学組成一本にしぼることが

できる.次回は角閃石族が取り上げられているがこ

れはPyroch1ore灘とちがい成分も複雑で光学的性

質や産状はじめいろいろた要因がかみ合っている上古

い名称も多いのでその整理はなか祖か一筋縄では行か

ないと思われまさにお手並拝見というところである.

(1V)群名(グルｰプ･ネｰム)

同族の種類を総括して呼ぶ名であるからその名

が一つの種を意味するものではない.また灘名と

種名が同じのこともあるが一般には異なっている.

䙥�獰�猨������楣��楮攬��楡測����

Anorthite等)Pyroxenes(DioPside,Hedenbergite,

Com㎜onAugite,Jadeite,Acmite,Enstatite等)

Amphibo1es(Tremo1ite,Actino1ite,CommonHomb･

1ende,G1aucophane,Anthophy11ite等)Gamets(AL

mandine,Spessartine,Pyrope,Grossu1ar,Andエadite,

Uvarovite等)Scapo1ite･(Ma･1a1ite,Mejonite等)

��物�猨健湮楮攬���栱�攬���漱楴攬�����

Chamosite,Thuringite等)Micas(Muscovite,Pa附

gonite,Ph1ogopite,Biotite,Lepido1ite,Zinnwa1dite等)

�漱楴��敵��楴攬却����������湯��漱楴攬

Yugawara1ite,Chabazite,NatroIite,Thomsonite等)

でこれらは灘名かっこ内はそれに属するおもな種の

基本名である.しかし同じ灘名といっても大小があ

りFe1dsparsという中にKa1ife1dsparSeries,P1a･

gioc1aseSe･ies等の小さい灘かある等分類そのものに

も段階がある.

(V)野外.名(フィｰノレド･ネｰム)

同族のものではたいが化学成分も似通っており産

状や外観も似ているため野外においては区別できず

便宜上古くから使いたらされている語で呼んでいること

がある.従来独立した一種と考えられていたものが

いろいろの種からなるものでもとの名は基本種名とし

ては成立せず野外名として用いられていることが多い.

たとえばLimoniteは以前は2Fe203･3H20なる一

つの鉱物として扱われて来たが本質的にはGoethite

からなることが多く時にはLepidOchrOsite非晶質水

酸化鉄およびそれらの混合物から怒っており野外で

はそれらを明らかにし得柱いままいちおうLimnite

と呼んでいる.Bauxiteも黙りで当初はA1.O｡･

2H20なる一種の鉱物とされたが実はGibbsiteまたは

図8氷長石Adu1aria台湾花蓮港庁グｰクツ産

図9サニジンSanidine和歌山県太地産�
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Bo･hmiteまたは非晶質水酸化プルミニウムまたはそ

れらの混合物からなるものであることが明らかにされ

この名は野外名に格下げになった.

鉱石名というのは鉱物種にはこだわらず鉱石として

用いられるものに対する名称で上記のLimOnite,Bau-

xiteのほかにWad,Ch工ysoco11a等は野外名であり同

時に鉱石名でもある.

Se･pentineも古くは一つの独立鉱物とみ粗されていた

が現在では数種の多型鉱物の総称で野外名として使い

たらされている.なお鉱物とその鉱物からなって

いる岩石で同じ名前のものはSerpentineとDo1omite

であることはご承知のとおりである.野外名鉱石名

は鉱物種名として有効ではたいことは論をまたずまた

鮮名ほど学術的に重要ではたいが習慣上用いられるべ

んり恋名で野外では結構重宝している.

(w)誤認によってつけられた名

独立種として命名された後それが誤認であったため

消失した名称はきわめて多いが中には何らかの理由で

定義を異にして残しているものもある.

17)二種の鉱物の集合を一種と誤認したもの.

例:SamarskiteとCo1umbiteの平行連晶を一種と考

え差nne･δditeと命名した.またV工edenbergiteとい

うもののもいろいろ異説はあるがJacobsiteとHaus一

舳anniteの集合を誤認したもののごとくである.

18)分析の誤りによってつけられたもの.この例は

多いがわカミ国でも岩手県好地村(現石鳥谷町)より産

した鉱物を分析し2A1･O｡･3SiO｡･5H.Oなる新種と

考えKochiteと命名したが後分析の誤りでZunyite

であることが明らかにされた.また福島県雲水峰の

塩基性ペグマタイト中に産した白色繊雑状のものを分析

して3(Ca,Mg)O｡･A1.O｡･3P.O｡･2H.Oなる新鉱物

としU･umin･1iteと命名したか後この原標本をX線

で検討した結果Laumontiteと同定された.この例

のようにはっきり違っていたものの名は消滅してしまう

がサンブノレの入手のできぬものでは検討のしようがな

く禍根を将来に残すことがないとはいえない.

19)仮晶を誤認したもの.Reiniteははじめ正方晶

系に属するFeWO｡でFerberiteと同質異像の関係にあ

る独立した鉱物として命名された(図10).後これが灰

重石後の鉄重石仮晶と判明し当然この名称は廃止さ

れるべきであったがすでに華々しく普及した実情にか

んがみ仮晶の名として残すことになった.また台

湾大屯火山から産した単斜晶系のSu1furは形態的に

また光学的に従来如られているβ一Su1furやγ一Su1furと

異たるものとされ新たにDaitOn-Su1furと命名され

た.その後片山信夫の研究によりこれはβ一Su1furの

(010)軸にのびた晶相でかつ実質は1個体のα二Su1fur

つまりふつうの斜方硫黄に転移していることが判明した

(図11)･この種の同質仮晶の場合ふつう多くの個体

のランダムな集合体になるのであるがDaiton-Su1fu工は

1対1で転移をしているのが異なっている.もちろん

Daiton-Su1furの名はβ一Su1furに吸収せられ廃語とな

るべきであるがもしこういう特殊の転移状態を区別

する意味たらDaiton-Su1furを再定義し復活させる

のもおもしろいかもしれない.

(V皿)特殊の名

この十数年前ごろから種々論議されているものに鉱物

の多型po1ytypeと混合層MixedLayerがある.こ

れらについてはすでに前篇で述べているがまず多型の

それぞれの種名に関しては現在次のような使われ方が

ある.

20)それぞれ独立した名を与えている1もの

ては蛇紋石がそれで

図10ライン鉱Reinite(灰墨肩後の鉄

重石仮晶山梨県乙女鉱山産)

図11大屯硫黄Daiton-sulfur(べ一夕硫黄後の仮晶)

台湾大屯火山産

例とし

この類は

�楮����楴攬������楴�卩�

LayeredOrthohexagonumを含む),

�穡�楴攬�楮�桲�潴�攬���

ch･ysoti1eの5種があり多型の一つ

一つに異なった名が与えられている.

またカオリシもその例でKao1inite,

Dicたite,Nacrite等の多型が古くか

ら知られている.

21)Para一,Pseudo_,High_,

LOW一等の接頭語をつけて示すもの.

例としては珪灰石でWo11astonite�
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Parawo11astonite,Pseudowo11astonite等の多型カミあり

また石英にはHighguart･,Lowgua工t･(一般に9ua-

rtzといわれているもの)がある(図12).この式では

B工｡oしiteとPseudobrookiteVauxiteとParaYauxite

のように多型関係でないものがあるので今後はさける

べきであろう.

22)α,β,γ,ε等のギリシア文字を頭につけて示すもの.

例としては硫黄でα一Su1fur(一般のSu1fur),β一Su1fur,

γ一SuIfur,ε一Su1furの多型が知られている.石英もは

じめはα,βをかぶせていたがヨｰロッパとアメリカ

で逆の使い方をしたことがあり混乱を防ぐため現在で

はHigh,Lowをかぶせて区別している.

23)空間格子に関連する記号をつけて示すもの.最

近はこの傾向が多く石墨のG工aphite-2HとGraphite-

3RダイヤモンドのDiamondとDiamond-2H(Lon･

sdalite)をはじめウルツ鉱もWurtzite-2Hから4H,

6H,9R,12R,15R,21R白雲母にいたってはMus-

co∀三te-1Mから2M,2M｡,20,3T,6Hその他の多型が

ありこのほか種々の鉱物にもその例が知られている.

24)またとくにDiamondといわれている中にも光の

吸収度によるちがいからIa,Ib,IIa,IIbと4型に

分けられているのは周知のとおりである.

さて多型は今後の研究によりますますその存在が知

られて行くことが予想に難くない.したがって20)

21)22)の方式はしだいに23)の方式にとってかわら

れやがては種名のあとに多型とその型を示す記号が付

記されるよう荏時代の来ることが考えられる.そして

ついには20)21)22)の多型の名も23)方式に改称さ

れるか少なくとも23)方式による名称の同義語として

用いられるようになるのではなかろうか.

Wurtzite-2Hなどというのは私のようなアマチュア

からみて外道の名でありいささか味気ない気がしない

でもない.しかしむかしの風景を破壊し風情を消

滅させた高速道路がその目でみれば新しい人工美を感

じさせるように慣れれば何とも匁くなるしそのべん

り性を考えるとこれをしりぞけるわけにはいかない.

ただここでちょっと問題になるのはひとくちに多型と

いっても多型をなす各種の相互関係がグルｰプによっ

て多少の差異のあることで結晶系を異にしているもの

結晶系は同じでもC軸が2倍3イ芦となったものわず

かに結晶恒数の差異を示すものわずかながら化学組成

にズレのあるものある特定の物理的性質に差異の認め

られるもの尊いろいろな要素で多型を構成しているから

これをいかに統一して適切た表現をなすかということで

ある.最近工MAでは多型に対して小委員会を作っ

て検討の機運があるという.その成果を概して待つべ

きであろう.

25)多型にもましてめんどうなのは混合層鉱物であ

る.これも従来はConensiteとかTosuditeとがそ

れぞれに名がつけられて来た.しかしこれはABあ

るいはABCという2～3種の鉱物の層状の積み重な

りからなるものでその鉱物の種類と排列の順序によっ

て無限とまではいかずともきわめて多くの組みあわせ

が生ずることは自明の理である.したがってこれら

に対しいちいち命名していたのでは全くぎりが住いし

その名から組みあわせを知るすべもない.もっとも

TosudaiteはSudoiteを逆にしたような構造をもつので

しゃれてつけたといわれるがこんな名がほかにあって

よいわけでもない･この混合層鉱物の各層をなす鉱物

とその排列型式を一つの学名で表わすことができたら

それはべんり有効この上もないがはたしてそのような

うまい法があるかしら.在るほど現在試みられてい

るようにTa1c-Ch1or絵とかMontmori11onite-Ch1orite

とかTa1c-SaponiteとかMuscovite-Beide11ite等のよ

うに組みあわさる2種の鉱物をならべて示すことがで

きるが一方をAとし他方をBとした場合ABAB

･の組みあわせAABAAB……の組みあわせAB

BABB一･の組みあわせなどその型式まで表わしては

い狂い.またこのように規則正しい組みあわせばかり

ではたく不規則混合層もあるのだからその表現はな

かなかむつかしいといわねばならたい.一案として

鉱物組みあわせは略語をもって示しそのあとに前者を

Aとし後者をBとし積み重なりの型式を示す式を付し

てはというのもある.つまりTa1-Ch1ABとかMus-

BeidAABとかいう式である.これでは鉱物の名には

たらないから私のようなアマチュアはおおいに嫌悪す

るししかも不規則混合層の場合はこれでもうまく示

せない.天然物は一筋縄では行かぬところがまたそれ

たりにおもしろいのである.(この項つづく)

(筆者は老舗ぼたん主人で鉱物研究家)

図12

高温石英High

Quartz(べ一夕

石英β一Quart2

ともいう)宮城

県広瀬川産�


